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調査目的

音楽ＣＤ購入者の実態を把握するとともに、その背景にあるユーザーの意識や
関連ハード、インターネット等の環境変化を明らかにすることを目的とする。

実施概要

– 調査対象者 ：12～55才男女（ただし小学生は除く）

– 調査エリア ：東京30km圏

– 抽出方法 ：エリアサンプリング法

– 調査方法 ：質問紙による面接留置き自記入式

– 調査日時 ：2002年10月7日（月）～10月21日（月）
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大学生

２０代

３０代

４０～５５才

女性男性計

＊２０代は学生を含まず。

※ウェイトバック集計について：
実際の人口構成は年代によってバラつきがあるため人口
構成比に合わせるために係数をかける、「ウェイトバック」と
呼ばれる統計手法を用いる。
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１．CDの購入実態
（１）過去半年間におけるCDの購入率は５８％

過去半年間におけるCD全体の購入率は、58％であり、新品ＣＤ全体が55.2％、中古ＣＤ全体が19.8％である。
CDアルバムに限ってみると、同購入率は53.4％と全体の購入率よりも5ポイント弱低いだけなのに対し、ＣＤシングルの場合は、22.9％と全体
の半分以下の購入率である。

過去半年間におけるCD全体の購入率は、58％であり、新品ＣＤ全体が55.2％、中古ＣＤ全体が19.8％である。
CDアルバムに限ってみると、同購入率は53.4％と全体の購入率よりも5ポイント弱低いだけなのに対し、ＣＤシングルの場合は、22.9％と全体
の半分以下の購入率である。

過去半年間のＣＤの購入率／利用率

平均枚数

8.19

5.64

2.56

6.74

4.65

2.09

1.45

19.78

7.36

12.42

※購入率と利用率は全数ベース。
購入枚数・利用枚数（平均）の母数は各購入者・利用者当たり。

％

58.0

53.4

22.9

55.2

50.4

21.1

19.8

44.7

41.1

28.8
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購入ＣＤ全体

購入ＣＤアルバム

購入ＣＤシングル

新品ＣＤ全体

新品ＣＤアルバム

新品ＣＤシングル

中古ＣＤ全体

レンタルＣＤ全体

レンタルＣＤアルバム

レンタルＣＤシングル
ベース：全数（Ｎ=1,000）

購入ＣＤ全
体

購入ＣＤ
アルバム

購入ＣＤ
シングル

新品ＣＤ全
体

新品ＣＤ
アルバム

新品ＣＤ
シングル

中古ＣＤ全
体

58.0 53.4 22.9 55.2 50.4 21.1 19.8
58.8 54.9 20.5 56.1 52.0 18.5 20.8
57.2 51.7 25.3 54.3 48.9 23.7 18.8

中学生 47.3 38.9 33.3 40.2 31.8 28.4 22.7
高校生 67.6 63.6 51.6 62.4 58.8 46.8 32.4
大学・専門学校生 74.9 70.0 40.5 72.8 67.9 36.1 42.3
２０代社会人 74.4 67.6 26.2 71.7 67.6 23.6 27.1
３０代 56.2 55.3 11.5 52.3 51.2 11.5 16.4
４０～５５歳 50.0 46.7 10.3 48.9 43.9 9.3 12.5
中学生 63.6 47.6 50.4 57.2 42.8 46.4 25.2
高校生 73.8 62.0 45.2 67.0 56.1 42.2 30.8
大学・専門学校生 73.0 67.7 37.8 70.1 64.9 34.6 26.2
２０代社会人 63.7 61.6 22.5 59.4 58.7 19.7 26.0
３０代 51.2 48.1 18.3 51.1 46.6 18.3 13.4
４０～５５歳 50.3 44.8 20.4 47.6 42.0 19.2 14.0

レンタルＣＤ
全体

レンタルＣＤ
アルバム

レンタルＣＤ
シングル

44.7 41.1 28.8
49.6 44.4 29.2
39.7 38.0 28.3

中学生 59.5 46.2 51.5
高校生 71.2 58.8 60.0
大学・専門学校生 74.4 71.7 52.5
２０代社会人 57.9 53.8 32.1
３０代 50.2 42.3 24.4
４０～５５歳 33.4 31.3 15.3
中学生 62.8 54.0 58.8
高校生 75.1 67.8 61.1
大学・専門学校生 34.5 63.0 43.0
２０代社会人 38.8 40.2 29.7
３０代 47.4 45.3 27.5
４０～５５歳 20.1 19.2 14.2
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女　性　計
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（２）アルバムでは大学生・専門学校生が、シングルでは高校生が市場のメイン顧客

アルバム市場のメイン顧客は、大学生・専門学校生である。
大学生・専門学校生をピークに、購入経験者が漸減するという市場構造になっている。
シングル市場のメイン顧客は、高校生である。ただし、男女別に見ると、男子のピークが高校生であるのに対し、女子の場合は中学生が既
にピークになっている。

アルバム市場のメイン顧客は、大学生・専門学校生である。
大学生・専門学校生をピークに、購入経験者が漸減するという市場構造になっている。
シングル市場のメイン顧客は、高校生である。ただし、男女別に見ると、男子のピークが高校生であるのに対し、女子の場合は中学生が既
にピークになっている。

過去半年間のＣＤシングルの購入枚数過去半年間のＣＤアルバムの購入枚数

ベース：全数（Ｎ=1,000） 2002 2002

1.70
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4.18

2.40
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0.52
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1.00

2.66

ベース：全数（Ｎ=1,000）
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4.9
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6.0
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非購入層0枚 1～2枚 3～5枚 6枚以上 無回答

男
　
性

女
　
性

42.9

42.1

43.7

59.8

36.0

27.2

31.0

42.9

48.4

45.6

32.1

29.4

37.1

47.4

49.5

21.8

19.8

24.0

22.7

19.2

19.1

18.4

23.9

17.7

30.0

37.1

30.8

23.8

27.2

17.4

18.3

19.7

16.9

11.7

22.8

14.4

25.2

16.9

21.4

10.8

17.6

21.8

20.6

16.3

15.3

13.2

15.5

10.9

4.5

21.6

36.6

24.2

14.4

7.6

7.2

7.2

15.1

17.1

4.5

12.0

3.7

2.9
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1.1

0.0
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1.3
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2.9
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全　体
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２０代

３０代

４０～５５才

中学生

高校生

大学生

２０代

３０代
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非購入層0枚 1～2枚 3～5枚 6枚以上 無回答

男
　
性

女
　
性

3.40

3.92

2.86

1.26

5.70

10.95

5.41

3.60

1.89

1.71

1.89

2.77

3.73

1.49

3.63

※ 購入枚数・利用枚数（平均）の母数は全数ベース
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（３）若年層のマーケットシェアは減少傾向だが、中高年層のシェアは増加傾向にある

ＣＤのマーケットシェア全体でみると、概ね若年層のシェアが相対的に低下傾向にあり、逆に４０代以降の中高年齢層のシェアが増加しつつある。
若年層は依然としてＣＤ購入層の中心であるが、若年人口層が減少しているため、相対的にシェアが低下している。

ＣＤのマーケットシェア全体でみると、概ね若年層のシェアが相対的に低下傾向にあり、逆に４０代以降の中高年齢層のシェアが増加しつつある。
若年層は依然としてＣＤ購入層の中心であるが、若年人口層が減少しているため、相対的にシェアが低下している。

ベース：2002年（Ｎ=1,000）

　 2001年（Ｎ=800）

2000年（Ｎ=800）

1999年（Ｎ=800）

1998年（Ｎ=800）

★推定マーケットシェアの算出方法★
性・年代別のアルバム・シングル年間平均購入枚数（中古盤・輸入盤・インディーズ盤などを含む）を
それぞれ、＜アルバム１枚＝３ポイント、シングル１枚＝１ポイント＞と指数化した上で総計を出し、
そこから各性・年代それぞれの全体に対する比率を算出した。
※上記データは人口構成比により大きく左右されるため注意が必要。また東京30km圏という地域
　　特性や12～55才･1000サンプルの調査設計である点にご留意下さい。
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（４）店内ＢＧＭ、試聴機等、店頭が購入動機に大きく影響

ＣＤ購入の動機ＣＤ購入の動機ＣＤ購入の動機 Ｑ.　あなたが、現在までにＣＤを買うとき、「きっかけになった物・事」は何ですか。以下の
選択肢のうち、あてはまると思うものを上位３つまでお答え下さい。（３つまで○）

特に女性でテレビからの認知が購買行動に結びついている傾向が強い。
男性の２０代以上では、ラジオがＣＤ購入のきっかけになっている。
音楽専門雑誌をあげているのは、男性の大学・専門学校生、２０代社会人で多い。
店頭の試聴機で聴いてからＣＤを購入するのは、男女ともに大学・専門学校生、２０代社会人である。
男性４０～５５歳は店頭が購入きっかけであることが多い。この世代は他メディアで音楽情報を得ることが少なく、入
店後購入商品を決定する人が多い。

（％）ベース：全数（Ｎ=1,000）性年代別

テレビＣ
Ｍを見て

テレビ番
組（音楽
番組等）
を見て

ラジオで
聴いて

新聞で見
て

音楽専門
雑誌で見
て

音楽専門
雑誌以外
の雑誌で
見て

店頭で現
物を見て

店頭の試
聴機で聴
いて

ＣＤ店で
流れてい
るＢＧＭ、
ＢＧＶで
聴いて

店頭のポ
スターや
案内を見
て

ＣＤ店に
あるフ
リーペー
パーを見
て

電車やバ
スの吊り
広告

インター
ネットで
見て

ｉモード等
の携帯電
話配信
サービス

その他

41.9 54.9 31.7 4.9 9.5 4.9 23.7 11.9 16.4 7.0 2.1 2.4 6.7 1.6 10.3
38.2 49.7 35.9 5.4 12.0 4.3 26.3 11.5 17.6 7.4 2.4 2.4 6.8 1.5 8.8
45.7 60.2 27.4 4.4 7.0 5.4 21.0 12.4 15.2 6.6 1.8 2.3 6.6 1.6 11.8

中学生 41.7 63.3 9.5 1.1 5.7 2.3 16.7 8.3 22.3 11.7 7.2 2.3 3.8 4.9 12.9
高校生 55.6 68.8 24.0 2.4 18.0 2.4 18.0 8.4 22.8 12.0 7.2 3.6 9.6 4.8 7.2
大学・専門学校生 43.6 49.1 20.1 0.0 26.1 9.1 25.8 26.6 17.8 7.0 2.9 3.7 2.6 1.3 7.0
２０代社会人 49.4 51.6 41.5 3.1 14.4 6.6 21.5 23.7 20.3 3.1 4.4 1.3 10.2 2.6 5.3
３０代 41.3 48.7 37.4 7.5 8.9 5.5 26.3 9.5 19.9 8.4 2.0 2.5 11.9 1.5 8.0
４０～５５歳 26.4 43.8 43.9 8.0 9.2 2.2 31.8 4.5 13.3 7.0 0.0 2.4 3.3 0.0 10.8
中学生 54.8 75.6 16.8 0.0 7.2 8.4 19.2 2.4 14.4 8.4 2.4 0.0 6.4 4.8 14.4
高校生 54.8 66.5 17.6 1.4 11.8 5.9 20.4 14.5 19.0 7.2 3.6 3.6 5.0 5.9 17.6
大学・専門学校生 53.5 61.0 21.8 0.0 10.5 6.7 22.4 20.3 24.7 8.1 1.5 0.0 5.2 2.3 8.1
２０代社会人 49.8 63.1 31.9 3.7 5.1 8.1 27.3 21.5 12.3 6.5 3.7 3.0 5.1 4.5 13.4
３０代 54.1 63.6 31.5 2.2 2.2 6.0 20.5 10.3 20.1 7.8 1.1 0.0 3.6 0.0 7.8
４０～５５歳 34.2 53.0 27.8 8.3 8.9 2.9 18.5 9.0 10.8 5.1 1.1 4.3 9.6 0.0 12.9

男
性

女
性

総　　　数

男　性　計

女　性　計

全体平均（％）よりも５ポイント以上高い箇所

- 5-
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２．音楽に対する意識
（１）音楽に対する関心は依然として根強い

全くその通
り

まあその通
り

どちらとも
いえない

あまりその
通りでない

その通りで
はない

「音楽を聴いて楽しむ」ということは生活に必要なこと 42.7 41.5 12.0 1.5 1.8

「ＣＤを買って音楽を楽しむ」ということは生活に必要なこと 14.1 25.8 41.5 10.8 7.1

音楽の楽しみは、ＣＤを聴くことだけではなく友人達と音楽を通じたコミュニケー
ションにもある

19.8 42.4 27.1 6.4 3.1

世間でヒットしている曲は、自分で聴いても確かにいいと感じることが多い 11.9 37.7 32.9 11.0 5.9

音楽は気持ちを盛り上げるものだ 31.3 46.6 17.7 2.3 0.7

そのアーティストのファンである以上そのアルバムを持っているということが大事 8.0 16.6 40.2 19.2 15.4

ＣＤはいつまでも手元に置いておけて、聴きたい時に聴けるということが魅力 28.8 49.1 15.7 3.6 2.1

音楽にこだわりはないが家や車にＣＤプレーヤーがあるので何か聴くものが必
要

9.9 28.0 31.1 18.1 11.9

欲しいＣＤがあっても友人にダビングしてもらえたら買わなくてもいい 11.5 26.5 34.6 14.3 12.4

音楽は気持ちを落ち着かせたり、癒したりするものだ 44.4 44.0 9.6 0.5 1.0

音楽を楽しむ意識

音楽を楽しむ意識自体は依然として根強い。

「ＣＤはいつまでも手元に置いておけて、聴きたいときに

聴けるということが魅力」というＣＤの利便性についても、

約７８％の対象者が認めており、その機能自体は評価さ

れている。

他方、「ＣＤを買って音楽を楽しむということは生活に必

要なこと」としている対象者は減少傾向にあり、ＣＤを購

入し、保有することには必ずしもこだわらない生活者が、

若干ではあるが増加傾向にあることが窺える。

50.0

42.7

16.0

14.1

19.0

19.8

12.0

11.9

33.0

31.3

8.0

8.0

31.0

28.8

8.0

9.9

15.0

11.5

45.0

44.4

39.0

41.5

33.0

25.8

46.0

42.4

41.0

37.7

47.0

46.6

17.0

16.6

49.0

49.1

23.0

28.0

32.0

26.5

44.0

44.0
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2001年

2002年

2001年

2002年

2001年

2002年

2001年

2002年

2001年

2002年

2001年

2002年

2001年

2002年

2001年

2002年

2001年

2002年

2001年

2002年

全くその通り まあその通り

a.

音楽の楽しみは、CDを聴くことだけではなく
友人達と音楽を通じたｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝにもある

「音楽を聴いて楽しむ」ということは生活に
必要なこと

ｂ.
「CDを買って音楽を楽しむ」ということは生
活に必要なこと

ｃ.

ｄ.

そのアーティストのファンであること以上その
アルバムを持っているということが大事

世間でヒットしている曲は、自分で聴いて
も確かにいいと感じることが多い

ｅ. 音楽は気持ちを盛り上げるものだ

ｆ.

ｇ.

欲しいCDがあっても友人にダビングしてもら
えたら買わなくてもいい

CDはいつまでも手元に置いておけて、聴
きたい時に聴けるということが魅力

ｈ.
音楽にこだわりはないが家や車にCDﾌﾟﾚｰ
ﾔｰがあるので何か聴くものが必要

ｉ.

音楽は気持ちを落ち着かせたり、癒したりす
るものだ

ｊ.

％

80.0

77.9

ベース：2002年（Ｎ=1,000）

　 2001年（Ｎ=800）
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（２）日本のポップスは幅広い世代に浸透、他ジャンルは性・年代でファン層が大きく変化

演歌
日本の
ポップ
ス

ニュー
ミュー
ジック

日本の
ロック

海外の
ポップ
ス

海外の
ロック

ソウル・
Ｒ＆Ｂ

ダンス
ミュー
ジック
（ディス
コ・ハウ
ス・テク
ノ）

ラップ・
ヒップ
ホップ

ジャズ・
フュー
ジョン

レゲエ
クラシッ
ク

映画音
楽

アニメ
音楽

ゲーム
音楽

カラオ
ケ

イン
ディー
ズ

その他 無回答

12.1 67.8 38.8 20.5 31.1 19.0 17.9 10.3 11.8 11.3 4.2 20.7 21.9 13.6 5.2 8.6 6.6 5.0 0.9
11.6 64.6 37.4 24.7 29.2 25.5 19.2 9.4 11.5 14.5 5.1 16.6 18.3 10.5 5.6 5.4 6.9 4.1 1.5
12.7 71.1 40.2 16.3 33.0 12.4 16.5 11.2 12.1 8.1 3.2 24.9 25.6 16.7 4.9 11.9 6.3 5.9 0.4

中学生 2.3 60.6 38.3 25.0 9.5 13.3 2.3 4.9 20.1 1.1 4.9 8.3 15.5 33.3 25.0 8.3 2.3 3.8 2.3
高校生 1.2 67.6 30.0 34.8 20.4 18.0 12.0 8.4 24.0 4.8 4.8 7.2 8.4 12.0 16.8 12.0 13.2 6.0 4.8
大学・専門学校生 0.8 76.0 28.2 53.8 29.2 49.1 23.8 10.4 31.1 16.7 11.7 8.6 20.4 12.8 10.7 7.6 28.7 1.6 1.3
２０代社会人 4.4 67.4 43.7 24.2 29.2 25.3 35.6 22.1 24.2 11.9 8.4 10.5 18.9 8.4 7.4 3.9 6.6 0.0 0.0
３０代 8.4 64.6 37.8 29.9 32.3 35.4 17.9 11.5 4.9 13.5 3.5 19.4 16.9 12.9 2.0 4.0 6.4 4.4 1.1
４０～５５歳 23.0 60.6 38.0 12.2 32.5 17.0 16.0 3.6 1.0 19.8 3.1 22.9 20.5 5.0 0.0 4.7 1.2 6.1 1.6
中学生 1.2 81.6 36.8 11.6 20.8 5.6 4.8 6.8 21.2 1.2 0.0 10.8 16.8 32.8 17.2 16.8 10.4 3.6 0.0
高校生 2.3 84.6 37.1 29.9 38.0 10.9 15.4 10.9 29.9 1.4 3.6 17.6 24.0 17.6 14.5 24.9 16.7 1.4 0.0
大学・専門学校生 0.0 84.3 29.9 32.8 46.5 24.7 29.4 13.4 21.8 7.6 13.4 16.6 33.7 8.1 5.2 12.8 26.5 1.5 0.0
２０代社会人 0.0 73.7 35.4 24.0 35.8 26.3 30.5 12.8 12.8 10.3 3.0 13.4 14.2 8.9 0.8 3.1 5.9 3.7 0.0
３０代 3.8 73.8 47.4 13.8 22.2 8.1 15.6 9.6 7.1 10.6 3.8 26.2 31.5 30.4 0.0 11.2 0.0 7.4 0.0
４０～５５歳 30.2 61.3 41.7 9.1 36.0 7.1 9.9 11.7 7.9 8.0 1.0 34.9 27.3 11.2 5.9 13.1 2.9 8.0 1.0

男
性

女
性

総　　　数

男　性　計

女　性　計

ソウル・Ｒ＆Ｂ：大学生～２０代社会人
ダンスミュージック：男性２０代社会人
ラップ・ヒップホップ：
中学生～大学生、男性２０代社会人
ジャズ：男性大学生以上、女性２０代以上
レゲエ：大学生～男性２０代社会人

演歌：４０～５５歳
日本のポップス：全体男性＜女性
ニューミュージック：女性３０代以上
日本のロック：高校生～大学生
海外ポップス：女子高生～大学生
海外ロック：大学生～２０代社会人、３０代男性

クラシック：女性３０代以上
映画音楽：女性３０代以上
アニメ音楽：中学生
ゲーム音楽：中学生～大学生
カラオケ：女子中学生～女子高校生
インディーズ：高校生～大学生
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現在よく聴くジャンル現在よく聴くジャンル現在よく聴くジャンル Ｑ．　現在あなたがよく聴いているジャンルはどれですか。 （いくつでも○）

性年代別 ベース：全数（Ｎ=1,000） （％）

全体平均（％）よりも５ポイント以上高い箇所特にファンの多いセグメント
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（３）アーティストの支持は高いが、楽曲評価に意見が分かれる

才能あ
るアー
ティスト
がたくさ
んいる

才能あ
るアー
ティスト
がいな
い

どんど
ん新し
いアー
ティスト
が出て
きて飽き
ない

新しい
アーティ
ストが出
てこない
ので新
鮮さが
ない

いい曲
が多い

いい曲
が少な
い

アーティ
ストが短
期間に
新しい
曲を
続々と
出すの
で、楽し
い

アーティ
ストが短
期間に
新しい
曲を
続々と
出すの
で、混乱
する

オムニ
バスも
のなど
の企画
が面白
い

総　数 21.4 10.4 14.6 3.7 17.4 21.5 7.7 26.1 10.8

演歌 14.7 6.0 10.1 1.8 10.9 25.3 4.7 27.2 1.3
日本のポップス 24.0 8.4 17.6 3.5 20.7 20.5 10.1 27.2 13.3
ニューミュージック 25.5 9.8 18.6 4.5 21.3 20.2 10.5 27.1 14.2
日本のロック 27.6 14.9 16.8 6.8 17.9 28.0 7.8 26.5 14.1
海外のポップス 21.6 9.9 13.6 4.1 15.6 22.0 8.3 31.2 14.6
海外のロック 21.7 19.1 11.0 6.1 15.7 30.4 4.3 26.4 13.8
ソウル・Ｒ＆Ｂ 25.3 11.7 18.2 4.4 19.3 26.6 8.5 32.7 18.7
ダンスミュージック 33.4 9.0 22.9 2.8 20.2 24.6 12.8 25.3 21.3
ラップ・ヒップホップ 33.0 8.5 27.0 2.3 26.6 18.2 14.6 18.6 14.4
ジャズ・フュージョン 24.0 10.4 9.3 0.0 15.8 28.3 6.8 26.8 14.1
レゲエ 37.5 7.9 16.5 2.5 14.9 25.4 16.5 27.6 12.7
クラシック 22.6 12.0 15.7 4.6 17.2 26.5 4.2 32.8 13.0
映画音楽 22.6 11.2 16.2 4.1 21.3 22.2 7.8 29.2 14.4
アニメ音楽 19.3 7.0 23.1 5.9 22.0 18.4 10.5 29.7 7.4
ゲーム音楽 18.0 13.5 19.0 5.1 24.1 15.7 10.7 21.8 6.1
カラオケ 25.0 9.2 22.0 6.0 26.0 19.0 9.7 37.3 6.8
インディーズ 38.8 9.9 21.7 4.2 27.6 32.0 11.3 23.1 19.9
その他 2.4 8.0 10.7 2.9 16.5 30.4 14.4 9.6 13.9
無回答 12.9 4.3 12.9 0.0 12.9 4.3 0.0 42.9 0.0

オムニ
バスや
リバイバ
ルなど
の企画
が面白く
ない

ベスト盤
など、編
集内容
が評価
できる

ベスト盤
など、編
集のし
直しば
かりで
飽きる

音質が
いい

ネットで
ダウン
ロードし
て聴くの
と変わら
ない

パッケー
ジや歌
詞カー
ド、ブッ
クレット
等が充
実してい
る

パッケー
ジや歌
詞カー
ド、ブッ
クレット
等がつ
まらない

特典が
うれしい

特典が
少ない

その他

3.4 18.7 10.1 18.1 0.7 6.9 0.8 3.3 2.4 5.4

0.0 4.4 3.4 24.0 0.0 4.3 2.8 0.7 2.2 3.4
3.0 22.3 9.0 19.0 0.4 7.3 0.4 3.7 2.5 4.4
3.8 27.3 8.0 21.1 0.7 5.6 0.7 2.4 2.1 4.4
6.0 16.2 19.3 18.2 0.2 10.0 1.3 5.8 2.8 5.1
2.2 26.4 8.5 21.8 1.5 6.5 0.3 2.4 1.5 5.6
6.4 16.7 18.0 18.8 0.8 7.8 1.5 4.1 3.2 5.3
4.2 23.6 11.5 19.0 1.3 10.6 0.6 2.0 0.6 5.8
5.0 12.9 10.7 17.9 0.0 7.5 2.2 2.1 2.2 7.5
1.8 14.9 7.4 20.2 1.6 15.7 0.3 9.3 0.3 5.1
2.8 18.4 21.8 23.6 0.0 8.6 2.0 1.2 0.9 4.2
12.7 22.2 11.4 25.7 0.0 14.3 2.5 3.5 2.5 3.2
5.2 15.8 10.3 25.3 1.2 8.0 0.7 2.9 2.1 4.4
3.6 19.1 7.4 23.6 0.9 9.0 0.8 1.9 3.3 4.7
2.7 14.0 9.3 18.3 0.9 10.1 0.6 5.2 2.7 7.9
4.8 6.9 13.2 20.1 1.5 17.3 1.5 8.4 4.3 11.9
1.2 6.8 3.7 21.4 0.9 14.8 0.9 5.7 5.9 6.2
6.2 15.1 14.9 27.6 1.0 17.9 2.2 8.9 4.4 8.0
0.0 14.1 12.8 8.5 0.0 3.2 0.0 0.8 0.8 13.6
0.0 12.9 0.0 4.3 4.3 4.3 0.0 4.3 7.1 8.6

＞ ＜ ＞＞＜＞ ＞＞＞
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才能のある新たなアーティストが出てきて飽きない反面、いい曲が少なく新曲の出し過ぎという厳しい意見も
多い。よく聴く音楽ジャンルで意見が大きく異なる。

全体平均（％）よりも５ポイント以上高い箇所

Ｑ．　あなたが現在リリースされているＣＤの内容について思うことで、あて
はまると思うものがあればお答え下さい。（いくつでも○）

　現在のＣＤについて思うこと　現在のＣＤについて思うこと　現在のＣＤについて思うこと

性年代別 ベース：全数（Ｎ=1,000） （％）
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３．コピーコントロールCDの認知及び支持率
（１）コピーコントロールＣＤの認知は過半数に達する

無回答
0.5%

知らな
かった
42.8%

知ってい
た
56.7%

ベース：全数（Ｎ=1,000）

知っていた 知らなかった

56.7 42.8
62.4 37.4
50.8 48.3

中学生 42.8 57.6
高校生 68.8 30.0
大学・専門学校生 83.8 15.9
２０代社会人 73.5 25.6
３０代 66.6 33.4
４０～５５歳 51.8 48.2
中学生 52.4 47.6
高校生 64.3 35.7
大学・専門学校生 78.2 21.8
２０代社会人 67.1 32.9
３０代 47.4 52.6
４０～５５歳 36.7 61.0

男
性

女
性

総　　　数

男　性　計

女　性　計

- 9-
全体平均（％）よりも５ポイント以上高い箇所

Ｑ．　あなたはコピーコントロールＣＤがあることを、ご存知でしたか。
（○は１つ）

コピーコントロールＣＤの認知コピーコントロールＣＤの認知コピーコントロールＣＤの認知

コピーコントロールＣＤ（ＣＣＣＤ）が発売されて７ヶ月が経過した時点での調査であるが、認知率は56.7％と過半数に
達している。世代別に見ると男女とも高校生、大学・専門学校生、２０代社会人の間で広く認知されつつある。

ベース：全数（Ｎ=1,000）性年代別 （％）全体
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（２）コピーコントロールＣＤは消極的賛成も含めると支持が６０％近くを占める

コピーコントロールＣＤについて　　ベース：全数（Ｎ=1,000）

賛成する

積極的には
賛成しないが
仕方ないこと
だと思う

どちらかと
いえば反対

反対する よくわからない その他

13.2 45.3 11.3 8.4 20.7 0.6
16.1 44.2 12.6 11.0 15.4 0.4
10.2 46.4 9.9 5.8 26.1 0.8

中学生 9.5 23.9 13.3 15.5 37.1 0.0
高校生 16.8 36.0 7.2 18.0 19.2 0.0
大学・専門学校生 12.0 45.2 12.3 22.5 6.8 1.3
２０代社会人 4.8 52.6 15.0 16.0 10.5 0.0
３０代 20.4 38.9 15.9 8.9 14.9 1.1
４０～５５歳 20.6 48.8 10.3 5.0 15.4 0.0
中学生 16.8 28.4 11.2 6.0 37.6 0.0
高校生 15.4 41.6 8.1 10.9 22.6 1.4
大学・専門学校生 11.9 43.6 16.6 15.1 12.8 0.0
２０代社会人 14.2 49.7 12.6 5.8 16.2 1.6
３０代 12.0 49.5 11.4 4.9 22.2 0.0
４０～５５歳 5.0 47.8 6.2 3.3 34.5 1.1

男
性

女
性

総　　　数

男　性　計

女　性　計

（％）

コピーコントロールＣＤに関しては、賛成・消極的賛成が

60％近くに達し、概ね理解を得ている。あわせて、著作

権保護の重要性、不正コピー問題に対する理解者も拡

がりつつある。

ただし、若年層を中心に依然として約２０％の反対者が

あり、引き続きコピーコントロールＣＤの普及促進と啓発

活動が重要。

コピーコントロールＣＤ評価の理由　　ベース：全数（Ｎ=1,000）
（％）

著作権者の権
利を保護する
のは法治国家
として当然の
義務だから

コピーの氾濫
はアーティスト
の利益や音楽
産業を衰退さ
せることになる

から

不正にコピー
する人が絶え
ないから

ＣＤを購入して
いる人と、コ
ピーをする人
の間に不公平
が生じてしまう

から

ＭＤにダビン
グできれば特
に問題ないか

ら

オリジナル（マ
イ）ＣＤを編
集・作成でき
ないのは困る
から

個人で楽しむ
ためにコピー
をするのはか
まわないから

わざわざ買う
までもないと
思うＣＤをコ
ピーで済ませ
たいから

コピーをするこ
とによって、安
上がりにＣＤを
手に入れたい
から

一部の再生機
器では聴くこと
ができないか

ら

30.6 30.0 29.9 15.1 11.7 9.6 21.2 18.7 12.2 3.6
32.5 32.2 29.3 15.0 10.2 12.4 22.1 20.1 12.1 4.5
28.7 27.7 30.5 15.1 13.2 6.6 20.3 17.3 12.2 2.7

中学生 16.7 14.0 15.5 15.5 10.6 7.2 13.3 27.3 25.0 7.2
高校生 22.8 24.0 30.0 19.2 13.2 16.8 21.6 26.4 21.6 9.6
大学・専門学校生 21.9 28.7 30.8 13.1 21.1 21.1 29.0 27.9 15.1 5.5
２０代社会人 23.2 31.9 29.8 15.3 15.8 20.0 23.9 16.5 13.2 2.3
３０代 31.3 27.4 26.3 25.9 7.5 13.0 23.9 19.3 4.4 3.5
４０～５５歳 44.5 40.8 32.8 8.0 5.9 6.6 20.1 17.4 11.3 4.5
中学生 22.0 14.4 33.6 17.6 18.0 9.6 15.2 12.4 7.6 7.6
高校生 19.0 24.0 33.5 22.6 22.6 7.2 20.4 20.4 15.4 5.9
大学・専門学校生 25.6 33.1 28.5 16.6 20.3 15.1 30.8 18.6 15.7 7.6
２０代社会人 29.6 35.0 27.9 14.6 17.9 8.3 19.2 28.8 17.6 1.4
３０代 31.1 27.5 37.4 18.1 16.6 5.3 20.5 19.9 8.1 2.2
４０～５５歳 30.3 26.3 27.0 11.7 5.0 4.1 19.1 10.8 11.5 1.1

男
性

女
性

総　　　数

男　性　計

女　性　計
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４．AV機器の保有実態
（１）携帯電話、コンポ型ステレオはほぼ８割の所有率で飽和点に達しつつある

72.0

40.0

27.0

82.0

4.0

15.0

2.0

70.0

32.0

34.0

86.0

13.0

24.0

3.0

78.7

41.7

39.0

61.5

85.5

20.0

31.4

3.5

0 20 40 60 80 100

コンポ型ステレオ
（ミニコンポ含む）

携帯ＣＤプレーヤー

携帯ＭＤプレーヤー

パソコン
（ＣＤ－Ｒ/ＲＷつき）

携帯電話

ＤＶＤプレーヤー

プレイステーション２

ＭＰ３プレーヤー
メモリーオーディオ

2000年

2001年

2002年
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各ＡＶ機器の世帯保有率は、前回調査と比較して大きな変動はない。
ＤＶＤプレーヤー、プレイステーション２の所有率が年々大きな増加を遂げている。
携帯電話、コンポ型ステレオはほぼ８割の所有率で飽和点に達しつつある。
パソコン（ＣＤ－Ｒ／ＲＷつき）も60％を上回っている。
新しいＡＶ機器であるＭＰ３プレーヤー、メモリーオーディオはわずかずつではあるが増加している。

％

85.5

78.7

61.5

41.7

39.0

31.4

20.0

3.5

9.1

0 20 40 60 80 100

携帯電話

コンポ型ステレオ（ミニコンポ含
む）

パソコン（ＣＤ－Ｒ／ＲＷつき）

携帯ＣＤプレーヤー

携帯ＭＤプレーヤー

プレイステーション２

ＤＶＤプレーヤー

ＭＰ３プレーヤー、メモリーオー
ディオ

その他のＡＶ機器

N=7527

全体

ベース：全数（Ｎ=1,000）

（％）３年間推移

ベース：2002年（Ｎ=1,000）
2001年（Ｎ=800）

　　　　　2000年（Ｎ=800）

現在自宅にあるＡＶ機器現在自宅にあるＡＶ機器現在自宅にあるＡＶ機器 Ｑ.現在ご自宅にある機器は以下のどれですか。（いくつでも○）
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（２）ＣＤ－Ｒ機器保有者は前年比１.５倍、前々年比２.５倍

２００２年

単位：％

２００１年

２０００年

知らない
19.2%

自宅にはないが大体
知っている
16.1%

知っている／自宅には
あるがあまり利用して

いない
25.5%

よく知っている／自宅
にありよく利用している

18.7%

名前を聞いたことがあ
る程度
18.6%

無回答
1.8%

所有率　44.2％

ベース：全数（Ｎ=1,000）

ベース：2001年（Ｎ=800）
　2000年（Ｎ=800）

23%

24%

23%

15%

15%

自宅には
ないが大体
知っている

自宅にあるが
あまり
利用していない

知らない

名前を聞いた
ことがある程度

単位：％

所有率　30％

23%

24%

23%

15%

15%

自宅には
ないが大体
知っている

自宅にあるが
あまり
利用していない

知らない

名前を聞いた
ことがある程度

単位：％

所有率　30％

自宅にあり
　よく利用している

45

18

19

8
1 0

単位：％

所有率
　18％
所有率
　18％
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2002年におけるＣＤ－Ｒ機器は所有率が44.2％にまで拡大してきている。
18％（2000年）⇒30％（2001年）⇒44％（2002年）

　ＣＤ－Ｒ機器の認知　ＣＤ－Ｒ機器の認知　ＣＤ－Ｒ機器の認知 Ｑ．　あなたは「ＣＤ－Ｒ」（機器）をご存知ですか。 （○は１つ）
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５．インターネットの普及実態
（１）インターネットは老若男女問わず幅広い世代に普及しつつある

インターネットの急速な普及により、インターネット利用率における性差はほぼなくなったと言える。
但し女性では年代差が依然存在するものの、男性では年代による利用率の差が減少し、中高年層への普及も進ん
でいることがわかる。

性年代別

５年間推移

（％）

0

20

40

60

80

100

1998 1999 2000 2001 2002

中学生

高校生

大学生

20代社会人

30代

４０～５５歳

男
性

女
性

(年）

0

20

40

60

80

100

1998 1999 2000 2001 2002

中学生

高校生

大学生

20代社会人

30代

４０～５５歳

(年）

ベース：2002年（Ｎ=1,000）
2001年（Ｎ=800）
2000年（Ｎ=800）％

19.0

30.0

44.0

53.0
57.0

0

10

20

30

40

50

60

1998 1999 2000 2001 2002
総計 19.0 30.0 44.0 53.0 57.0
男性計 23.0 38.0 51.0 60.0 59.5
女性計 16.0 22.0 36.0 46.0 54.5

中学生男性 10.0 17.0 34.0 58.0 54.9
高校生男性 14.0 23.0 30.0 37.0 59.2
大学・専門学校生男性 37.0 48.0 74.0 75.0 72.8
２０代社会人男性 26.0 37.0 58.0 63.0 62.9
３０代男性 36.0 43.0 56.0 61.0 64.8
４０～５５歳男性 14.0 40.0 47.0 59.0 52.3
中学生女性 10.0 12.0 34.0 48.0 40.8
高校生女性 13.0 13.0 44.0 34.0 57.0
大学・専門学校生女性 26.0 55.0 72.0 78.0 83.4
２０代社会人女性 27.0 26.0 56.0 54.0 73.1
３０代女性 14.0 17.0 34.0 52.0 51.3
４０～５５歳女性 10.0 20.0 18.0 36.0 43.1

男
性

女
性

Ｑ．　あなたは「インターネット」を利用していますか。 （○は１つ）　インターネット利用の有無　インターネット利用の有無　インターネット利用の有無
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（２）音楽視聴目的のインターネット利用は主に男子高校生～社会人中心

Ｑ．　「音楽を聴くこと」や「音楽関連の映像をみること」を目的に　
　「インターネット」を利用することはありますか。 （○は１つ）

「音楽を聴く」「音楽関連の映像を見る」ため
にインターネットを利用する頻度

「音楽を聴く」「音楽関連の映像を見る」ため「音楽を聴く」「音楽関連の映像を見る」ため
にインターネットを利用する頻度にインターネットを利用する頻度

音楽視聴目的のインターネット利用が比較的
多いのは、男子高校生・男子大学生・男女２０
代社会人である。

性年代別

全体

（％）

ベース：インターネットを利用したことのある人（Ｎ=653）

よくある
5.7%

たまにある
19.1%

ない
73.2%

無回答
2.0%

よくある たまにある ない 無回答

5.7 19.1 73.2 2.0
5.0 18.0 75.9 1.1
6.5 20.5 70.0 3.0

中学生 8.3 15.9 75.8 0.0
高校生 14.0 27.9 58.1 0.0
大学・専門学校生 13.2 21.4 64.8 1.0
２０代社会人 8.1 28.3 63.6 0.0
３０代 2.1 20.9 73.1 3.9
４０～５５歳 0.0 7.4 92.6 0.0
中学生 2.4 37.0 60.6 0.0
高校生 9.3 18.6 71.4 0.0
大学・専門学校生 5.4 13.1 81.8 0.0
２０代社会人 6.1 33.8 58.2 1.9
３０代 7.8 19.4 72.6 0.0
４０～５５歳 6.5 11.9 72.8 8.8

男
性

女
性

総　　　数

男　性　計

女　性　計
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（３）有料音楽配信の認知度は４割以上、しかし利用率は６％と低いが前年の３倍の伸び

無回答
0.7%

全く知らなかった
21.3%

なんとなく聴いた
ことがある程度
34.5%

内容は知っていた
が利用したことは

ない
37.9%

知っていた／利用
したことがある
5.6%

Ｑ．　「インターネットによる有料音楽配信サービス」をあ
なたは以前からご存知でしたか。 （○は１つ）　インターネットによる有料音楽配信サービスの認知　インターネットによる有料音楽配信サービスの認知　インターネットによる有料音楽配信サービスの認知

聴いたことがある人までを含めると約８割の人が有料音楽配
信を知っている。利用率は5.6%と依然低いが前年に比べ３倍
近い伸びを見せており着実に広がりつつある。

性年代別 （％）

全体平均（％）よりも５ポイント以上高い箇所

ベース：全数（Ｎ=1,000）

34%

34%

31%

2%

知っていた
が利用した
ことはない
38%

なんとなく
聴いたこと
がある程度
40%

全く知らな
かった
21%

知っていた
／利用した
ことがある
2%

2000年

2001年

３年間推移

全体

知っていた／利用した
ことがある

内容は知っていたが
利用したことはない

なんとなく聴いたこと
がある程度

全く知らなかった

5.6 37.9 34.5 21.3
5.2 44.3 32.7 17.5
5.9 31.3 36.4 25.3

中学生 2.3 21.2 32.2 42.8
高校生 4.8 46.0 31.2 16.8
大学・専門学校生 8.4 53.0 26.9 11.7
２０代社会人 9.2 48.2 35.2 6.6
３０代 8.0 51.8 30.3 10.0
４０～５５歳 1.6 39.8 34.9 23.7
中学生 7.2 23.6 27.6 39.2
高校生 7.2 32.1 48.9 11.8
大学・専門学校生 9.0 48.0 31.7 11.3
２０代社会人 10.1 44.5 35.2 10.3
３０代 3.8 26.2 45.9 24.0
４０～５５歳 4.0 25.7 32.2 35.9

男
性

女
性

総　　　数

男　性　計

女　性　計

ベース：2001年（Ｎ=800）

　　　　　 2000年（Ｎ=800）
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